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 楽しげに不便をかこちキャンプ村 

 (前川敏夫) 

 人間のエゴを浮彫りにした無いものねだりの句。不自由なき文化生活に浸っているか 

らこそ、原始生活をしてみたくなる。人の心理の裏を返したおもしろ味がある。 

この句を読み ふと本当のテント生活者を思った。物は考えよう。毎日キャンプして 

いると思ったら楽しくなるかも。 

 

 

 なめくじら塩を振られてしまひけり 

 (山本けい子) 

 嫌な者が来た後に「塩を撒いておけ」の塩は清めの塩だが、なめくじには溶かして殺  

してしまうまでの効果がある。これは物は使いよう。 

溶けて流れて三途の川。 

 

 

 やみくもにダイエットしてキリギリス 

 (渡辺さだを) 

 栄養失調の果て、スタイルどころか彼氏も失う。「どうしてよ」と針金の体で 

嘆く乙女心の浅はかさを傍らから見ての滑稽味。 

 

 

 今月はおもしろ味の中の哀れさを拾ってみた。 

 


